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　寒暖差に要注意！

　皆さん毎日の作業お疲れ様です。６月に入り梅雨のシーズンになりました。現場の皆さんは、例年雨や豪雨な
どの予防や対策に心がけている時期だと思います。もちろん、業務の中では重要なポイントとなりますが、近年
の気象や今年の傾向から健康管理上・安全運行上・作業効率上からも、今年は寒暖差に注目をしております。寒
暖差は、一日の中で朝晩であったり、一週間の中で前日との気温差であったりと、比べることで低温から高温、
高温から低温の温度差を差します。これが大きければ大きいほど、人間の情緒であったり集中力が不安定になり
やすいのです。目新しい記憶としては５月の北海道をはじめとした全国の高温（真夏日を観測）がそれに当たり
ます。特に影響を受けやすいのが高齢者です。マスメディアで報道されている高齢者の重大事故も、因果関係が
あるのではないかと思います。

　これは高齢者や運転者に限らず、内勤職員や構内作業員にも言えることで、寒暖差（気温差）が人間の情緒や
集中力を不安定にすることを立証していると言えます。ですから、私たちは安全・正確・効率的な運行や作業を
する為には、毎日の気象や温度差にも注意を払い、その差が大きい日には全体で注意を促す必要があります。また、
熱中症もこの梅雨時（６月から７月）の発症が一番多く、その原因としては湿度が大きく関係しております。日
差しの強さや最高気温だけで判断せずに、毎日時間ごとの湿度にも注目し、水分補給、休憩時間を取る心がけを
しなくてはなりません。こういったメカニズムを知識として知っておき、尚且つ、実務に活かすことも安全だけ
でなく効率的に結果を出すことに関わってきます。

　皆さんと 「悦び合える」 日を迎えるため

　私共の会社は、「皆で努力して、悦びを分かち合う」ことを目指している会社です。誰一人、労災事故・交通事故・
商品事故・怪我や病気で欠けてもその目標を達成できませんし、その失敗やミス、怪我や病気で、欠員してロス
することも全員が被る損失になります。是非とも知識を高め合い、皆さんの職場で一人一人が実践・行動して、
皆さんの努力の成果が分かち合える可能性を高めていきましょう。

　今期も第一四半期を終えようとしております。ここまでの成績も事業所によりバラつきはありますが、予算通
りに推移しております。それぞれの役割で目標に向かう行動が進んでいることの成果だと思います。皆さんの努
力に感謝致します。あと３四半期（９カ月）残っておりますので、まずは第二四半期（７月から９月）を終え、
年度半期でレビュー（検証）した際に、それぞれの目標としている行動が継続出来て「悦び合える」結果を迎え
られますように、　気を緩めず取組んで参りましょう。宜しくお願い申し上げます。
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今年も梅雨シーズンがやって参りました。雨の日は晴れの日と比べ、約4倍事故が起こりやすい
そうです。今回は雨の日に運転する際の注意点について紹介していきたいと思います。

梅雨の運転の心構え
交通安全情報

清水運輸 FB

清水運輸 HP

　本社の人も良く通っているアットホームな雰囲気の

お蕎麦屋さんです。400円で盛りそばかかけそばを選

ぶことが出来ます。（＋100円で大盛り）普通盛りでも

ボリュームがありますが、つるりと食べられます♪

　駐車場がないため車では行きづらいですが、本社

から歩いて行ける範囲にあるので、機会があれば立

ち寄ってみてはいかがでしょうか？
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■ 清兵衛 （せいべえ）

 〒353-0004 埼玉県志木市本町３丁目２－２８

≪営業時間≫ ☎  048-471-2255

11:00～15:00、 17:00～20:00/ 定休日 ： 月曜日

清水運輸グループの

Facebook、 ホームページ

も是非ご覧ください！
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　高速道路など早い速度で走行中に起こ

りやすいと言われています。タイヤの溝

による排水が追いつかないためにタイヤ

が路面との接触を失い、水面上を滑る現

象。車がコントロールできなくなるため、

大変危険な状態です。

ハイドロプレーニング現象とは？


